
質
問　

高
橋
川
流
域
に
お
け
る
水

害
対
策
に
つ
い
て
、
専
門
機
関
へ

の
調
査
を
委
託
し
た
が
、
そ
の
調

査
結
果
は
。

答
弁　
（
経
済
建
設
部
長
）　

検
討

の
結
果
、
以
下
４
つ
の
案
が
挙

が
っ
た
。
①
霞
ケ
浦
の
最
高
水
位

よ
り
低
い
部
分
の
堤
防
の
か
さ
上

げ
・
水
門
設
置
・
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
。

②
ポ
ン
プ
に
て
、
余
郷
入
干
拓
へ

の
一
時
流
入
。

③
輪
中
（
浸
水
被
害
家
屋
の
周
囲

を
広
範
囲
に
囲
み
、
水
が
入
ら
な

い
よ
う
に
す
る
）
の
整
備
。

④
対
象
家
屋
の
か
さ
上
げ
。

質
問　

調
査
結
果
を
踏
ま
え
て
の

今
後
の
対
応
策
は
。

答
弁　
（
経
済
建
設
部
長
）　

①
案

の
低
い
部
分
だ
け
の
改
修
で
は
、

違
う
所
で
の
水
害
を
招
い
て
し
ま

う
。
水
門
を
閉
め
る
タ
イ
ミ
ン
グ

が
難
し
い
。
②
案
の
干
拓
の
ポ
ン

プ
を
利
用
す
る
こ
と
は
能
力
的
に

難
し
い
。
③
案
は
、
氾
濫
対
策
の

抜
本
的
な
解
決
に
は
な
ら
な
い
が
、

浸
水
家
屋
を
守
る
対
策
と
し
て
は

有
効
で
あ
る
。
④
案
は
、
個
人
財

産
で
あ
る
た
め
、
費
用
面
で
個
人

負
担
が
必
要
と
な
る
。
以
上
の
こ

と
か
ら
、
③
案
の
「
輪
中
」
が
費

用
対
効
果
の
上
で
最
も
効
果
的
で

あ
る
。
詳
細
な
調
査
検
討
が
必
要

と
な
る
た
め
、
平
成
28
年
度
当
初

予
算
に
計
上
す
る
。

　

そ
れ
と
、
水
位
を
常
に
監
視
す

る
た
め
の
カ
メ
ラ
の
設
置
を
検
討

し
て
い
る
。

質
問　

住
民
へ
の
報
告
は
、
対
応

策
が
決
定
し
て
か
ら
で
は
な
く
、

そ
れ
以
前
に
対
象
地
区
の
み
の
回

覧
で
も
良
い
の
で
経
過
報
告
を
す

れ
ば
、
住
民
も
少
し
は
安
心
で
き

る
と
思
う
が
、
い
か
が
か
。

答
弁　
（
経
済
建
設
部
長
）　

住
民

へ
の
報
告
は
、
地
元
の
人
た
ち
が
、

ど
の
よ
う
な
方
法
が
一
番
安
心
で

き
る
の
か
を
検
討
す
る
。

質
問　

美
浦
村
が
、
現
在
取
り
組

ん
で
い
る
子
育
て
支
援
対
策
は
。

答
弁　
（
教
育
次
長
）　

保
育
所
の

土
曜
日
の
保
育
時
間
を
半
日
か
ら

一
日
に
延
長
し
た
。
母
乳
育
児
の

支
援
と
し
て
冷
凍
母
乳
の
受
け
入

れ
体
制
を
整
備
し
た
。
私
立
幼
稚

園
３
歳
児
の
村
民
税
非
課
税
世
帯

の
園
児
に
年
３
０
，
０
０
０
円
。

上
記
世
帯
以
外
の
３
歳
児
に
年

１
８
，
０
０
０
円
の
助
成
。
妊
婦

や
乳
幼
児
の
保
護
者
向
け
に
「
き

ず
な
メ
ー
ル
」
配
信
。
医
療
費
は
、

マ
ル
福
等
で
公
費
助
成
し
、
中
学

３
年
生
ま
で
の
個
人
負
担
医
療
費

の
無
料
化
実
施
。

質
問　

今
後
の
子
育
て
負
担
軽
減

策
は
。

答
弁　
（
教
育
次
長
）　

給
食
費
と

保
育
料
を
、
義
務
教
育
内
の
第
３

子
全
員
に
全
額
補
助
を
す
る
と
な

る
と
、
年
間
約
１
，
０
０
０
万
円

と
な
り
、
予
算
の
確
保
が
難
し
い
。

ほ
か
に
支
援
策
が
な
い
か
が
課
題

で
あ
る
。
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